
(57)【要約】

【課題】外科用器具の機構

【解決手段】この機構は、長手方向に延出する支持体（

５８）の遠位端部にピボット可能にマウントされるジョ

ー（５７）を備える外科用器具に適用可能である。ジョ

ーは、付勢管（５０）の遠位端部における隆起部（５１

）による、後方において対面するカムフォロワー（５２

，５３）に対する作用によって作動される。付勢管（５

０）の回転は、器具の他方のジョー部材（２１）との作

動関係を係合・離脱するジョー（５７）のピボットを惹

起する。この機構は、手動操作のすべての、または、グ

リップ型の外科用器具に適用可能であるが、特に、切断

および／または凝固用の超音波器具に適している。

【選択図】図１６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
長 手 方 向 に 延 出 し て 器 具 の 長 手 方 向 軸 を 規 定 す る 支 持 手 段 と 、 そ の 遠 位 端 部 に 第 １ の ジ ョ
ー 手 段 を 有 す る １ つ の 細 長 い 中 央 部 材 と 、 前 記 長 手 方 向 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 長 手 方
向 に 延 出 す る 付 勢 手 段 と 、 前 記 支 持 手 段 の 遠 位 端 部 に ピ ボ ッ ト 可 能 に マ ウ ン ト さ れ た 第 ２
の ジ ョ ー 手 段 と 、 後 方 で 対 面 す る カ ム フ ォ ロ ワ ー を 含 む 前 記 第 ２ の ジ ョ ー 手 段 の 作 動 手 段
と を 有 す る 外 科 用 器 具 で あ っ て 、
付 勢 手 段 の 遠 位 端 部 が 、 前 記 カ ム フ ォ ロ ワ ー 手 段 を 適 切 に 支 持 す る と と も に 、 前 記 付 勢 手
段 の 回 転 が 、 前 記 第 ２ の ジ ョ ー 部 材 の 前 記 第 １ の ジ ョ ー 部 材 と の 作 動 的 関 係 を 係 合 し 、 ま
た 、 離 脱 す る 回 動 を 惹 起 す る 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
付 勢 手 段 が 、 前 記 支 持 手 段 を 同 軸 に 囲 む １ つ の 付 勢 管 を 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
付 勢 手 段 の 前 記 遠 位 端 部 は 、 作 動 手 段 の 対 向 す る 表 面 に 接 す る よ う に 配 置 さ れ た 少 な く と
も １ つ の 隆 起 部 を 備 え る 波 状 の 外 形 を 有 す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
後 方 で 対 面 す る カ ム フ ォ ロ ワ ー 手 段 は 、 実 質 的 に 作 動 手 段 の 直 径 的 に 反 対 側 の 対 向 す る 部
位 か ら 延 出 す る と と も に 、 ２ つ の 突 起 を 備 え 、 こ れ ら は 、 前 記 突 起 部 の １ つ に 対 す る 付 勢
管 の １ つ の 隆 起 部 の 作 動 が 、 ジ ョ ー 手 段 を 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 固 手 段 と の 作 動 関 係 に ピ
ボ ッ ト す る よ う に 作 用 し 、 前 記 突 起 部 の 他 方 に 対 す る 隆 起 部 の 作 動 が 、 前 記 ジ ョ ー 手 段 を
前 記 の 作 動 関 係 か ら 離 脱 す る よ う に 作 用 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 ３ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
付 勢 管 の 遠 位 端 部 は 、 ３ つ の 隆 起 部 を 備 え て い る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
付 勢 管 の 遠 位 端 部 は 、 前 記 管 の 第 １ の 配 向 に お い て １ つ の 隆 起 部 が 、 カ ラ ー 手 段 の 第 １ の
突 起 に 接 し て 位 置 す る よ う に 、 そ し て 、 第 ２ の 前 記 突 起 が 、 付 勢 管 の 隆 起 部 の 間 に あ る 凹
部 に 位 置 す る よ う に 外 形 が 決 め ら れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
複 数 の 突 起 は 、 突 起 部 の 間 に １ つ の 中 間 湾 曲 ゾ ー ン を 備 え る よ う に 離 間 さ れ る こ と が で き
る の で 、 こ の 湾 曲 ゾ ー ン は 、 １ つ の 隆 起 部 と 協 働 し て 、 隆 起 部 の ２ ０ 度 と ６ ０ 度 の 間 の 回
転 移 動 に よ っ て 、 ジ ョ ー 手 段 を 開 閉 位 置 に 移 動 す る 請 求 項 ５ ま た は ６ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
付 勢 管 の 遠 位 端 部 は 、 単 一 の 隆 起 部 を 備 え て い る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
突 起 は 、 隆 起 部 の ６ ０ 度 と １ ８ ０ 度 の 間 の 回 転 移 動 に よ っ て 、 第 ２ の ジ ョ ー 部 材 が 開 放 位
置 と 閉 鎖 位 置 の 間 を 移 動 す る よ う に 、 １ つ の 中 間 湾 曲 ゾ ー ン に よ っ て 離 間 さ れ て い る 請 求
項 ８ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
回 転 移 動 は 、 ９ ０ 度 と １ ５ ０ 度 の 間 、 好 ま し く は 、 １ ２ ０ 度 の 領 域 内 に あ る 請 求 項 ９ 記 載
の 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
付 勢 手 段 は 、 手 動 操 作 可 能 な 制 御 手 段 、 好 ま し く は 、 ト リ ガ ー 型 の 機 構 に 作 動 的 に 接 続 さ
れ る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
制 御 機 構 は 、 そ れ が 前 記 付 勢 手 段 に 一 体 で あ る か 、 作 動 的 に 関 連 す る 回 転 手 段 の 一 部 が 螺
旋 状 で あ る ス ロ ッ ト 内 に 係 合 す る よ う に ハ ウ ジ ン グ に ピ ボ ッ ト 可 能 に マ ウ ン ト さ れ て お り
、 そ れ に よ っ て 、 制 御 機 構 の 長 手 方 向 を 指 向 す る 移 動 が 、 回 転 手 段 と 付 勢 手 段 の 回 転 を 惹
起 す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 回 転 移 動 中 に 付 勢 手 段 の 長 手 方 向 の 変 位 が 生 じ る よ う な 補 償 手 段 を 更 に 有 し 、 そ れ に
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よ っ て 、 隆 起 部 は 、 作 動 手 段 の 後 方 で 対 面 す る 表 面 と 常 時 接 触 し た ま ま と な る 請 求 項 １ ２
記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
近 位 端 部 に お い て 器 具 に 作 動 的 に 接 続 さ れ た 超 音 波 振 動 発 生 手 段 と 導 波 管 を 更 に 有 す る 請
求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
超 音 波 振 動 発 生 手 段 が 捻 れ モ ー ド の 超 音 波 振 動 を 適 切 に 発 生 す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
導 波 管 が 、 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 固 手 段 と と も に そ の 遠 位 端 部 に 設 け ら れ る 請 求 項 １ ４ ま
た は １ ５ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
湾 曲 ゾ ー ン は 、 ジ ョ ー 手 段 が 、 そ の 移 動 の 一 部 分 に お い て は 比 較 的 ゆ っ く り 、 移 動 の 他 の
一 部 分 に お い て は 比 較 的 速 く 移 動 が 発 生 す る よ う な 形 状 に 決 め ら れ る 請 求 項 ４ ～ １ ６ の い
ず れ か １ 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
ジ ョ ー 手 段 の 比 較 的 ゆ っ く り し た 移 動 部 分 が 、 凝 固 の ス テ ッ プ を 規 定 す る 請 求 項 １ ７ 記 載
の 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
ジ ョ ー 手 段 の 比 較 的 速 い 移 動 部 分 が 、 切 断 の ス テ ッ プ を 規 定 す る 請 求 項 １ ７ ま た は １ ８ 記
載 の 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
添 付 図 面 を 参 照 し て 実 質 的 に 説 明 さ れ た 外 科 用 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 外 科 用 器 具 と そ の 作 動 機 構 に 関 す る 。 排 他 的 に で は な い が 、 も っ と 、 特 定 す
れ ば 、 そ れ は 超 音 波 切 断 お よ び 凝 固 器 具 の 改 良 さ れ た 作 動 機 構 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の 機 構 は 、 任 意 の 外 科 的 な 器 具 、 特 に 、 開 腹 用 器 具 に 適 用 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、
外 科 医 は 、 人 体 の 外 に お い て 、 シ ザ ー ス 型 、 ピ ス ト ル 型 、 或 い は ト リ ガ ー 型 の グ リ ッ プ を
使 用 し て 、 人 体 内 部 の 器 具 の 遠 位 端 部 に お い て 操 作 用 、 グ リ ッ プ 用 ま た は ク ラ ン プ 用 の 機
構 を 作 動 す る こ と が で き る 。 そ れ は 限 定 的 で は な い が 特 に 、 超 音 波 的 に 作 動 さ れ る 止 血 用
切 断 刀 と 一 緒 に 用 い る の に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 発 明 は 、 こ こ で は 便 宜 上 、 止 血 用 切 断 刀 と の 好 ま し い 共 用 に 関 し て 説 明 さ れ る が 、 そ
の よ う と は こ れ の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ の よ う な 切 断 刀 は 、 Ｇ Ｂ 特 許 第 ２ ３ ３ ３ ７ ０ ９ Ｂ 、 国 際 特 許 出 願 Ｐ Ｃ Ｔ ／ Ｇ Ｂ ９ ９ ／ ０
０ １ ６ ２ お よ び Ｐ Ｃ Ｔ ／ Ｇ Ｂ ０ ０ ／ ０ １ ５ ８ ０ お よ び Ｕ Ｓ 特 許 第 ５ ， ３ ２ ２ ， ０ ５ ５ か ら
知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 に 特 定 さ れ た 各 特 許 お よ び 特 許 出 願 は 、 超 音 波 振 動 発 生 手 段 と 、 近 位 端 部 に お い て 前 記
手 段 に 作 動 的 に 接 続 さ れ て お り 、 遠 位 端 部 に 、 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 固 手 段 （ ｃ ｏ ａ ｇ ｕ
ｌ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ  ｍ ｅ ａ ｎ ｓ ） を 備 え て い る 導 波 管 を 有 す る 外 科 的 器 具 を 記 述 し て い る 。 各
器 具 は 、 超 音 波 的 な 振 動 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 固 手 段 と 接 触 し て 処 理 し よ う と す る 人 体 組
織 を 保 持 す る ジ ョ ー を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 の ジ ョ ー を 作 動 す る た め に 幾 つ か の 異 な る 付 勢 機 構 が 採 用 さ れ て い る が 、 こ れ ら の 機
構 は す べ て が 、 ジ ョ ー の 一 部 に お い て こ れ を 押 し た り 引 い た り す る レ シ プ ロ 付 勢 手 段 を 形
成 し て お り 、 付 勢 手 段 は 、 ユ ー ザ ー が 器 具 を 手 動 で 動 か す こ と に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。
こ の こ と は 、 ジ ョ ー の 移 動 に 充 分 正 確 で 微 妙 な 制 御 を 行 う こ と が で き な い こ と が 判 明 し て
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い る 。 こ れ ら の 機 構 は 、 柔 ら か い 人 体 組 織 を 精 妙 に 取 り 扱 う こ と を 達 成 す る よ り も む し ろ
、 人 体 組 織 を 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 固 手 段 に 対 し て 堅 く ク ラ ン プ す る こ と に 大 き く 焦 点 を
合 わ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 ジ ョ ー と 超 音 波 に よ っ て 作 動 す る 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 固 手 段 を 有 す る 超 音
波 外 科 器 具 を 提 供 す る こ と が こ の 発 明 の 一 目 的 で あ り 、 こ の 発 明 に お い て は 、 切 断 お よ び
／ ま た は 凝 固 手 段 に 対 す る ジ ョ ー の 移 動 が 正 確 に 、 そ し て 、 精 密 に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 長 手 方 向 に 延 出 し て 器 具 の 長 手 方 向 軸 を 規 定 す る 支 持 手 段 と 、 そ の 遠
位 端 部 に 第 １ の ジ ョ ー 手 段 を 有 す る １ つ の 細 長 い 中 央 部 材 と 、 前 記 長 手 方 向 軸 を 中 心 と し
て 回 転 可 能 な 長 手 方 向 に 延 出 す る 付 勢 手 段 と 、 前 記 支 持 手 段 の 遠 位 端 部 に ピ ボ ッ ト 可 能 に
マ ウ ン ト さ れ た 第 ２ の ジ ョ ー 手 段 と 、 後 方 で 対 面 す る カ ム フ ォ ロ ワ ー を 含 む 前 記 第 ２ の ジ
ョ ー 手 段 の 作 動 手 段 と を 有 す る 外 科 用 器 具 が 提 供 さ れ 、 付 勢 手 段 の 遠 位 端 部 が 、 前 記 カ ム
フ ォ ロ ワ ー 手 段 を 適 切 に 支 持 す る と と も に 、 前 記 付 勢 手 段 の 回 転 が 、 前 記 第 ２ の ジ ョ ー 部
材 の 前 記 第 １ の ジ ョ ー 部 材 と の 作 動 的 関 係 を 係 合 し 、 ま た 、 離 脱 す る 回 動 を 惹 起 す る よ う
に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
好 ま し く は 、 付 勢 手 段 が 、 前 記 導 波 管 と 前 記 支 持 手 段 を 同 軸 に 囲 む １ つ の 付 勢 管 を 有 す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
好 ま し く は 、 付 勢 管 の 前 記 遠 位 端 部 は 、 作 動 手 段 の 対 向 面 と 接 し て 配 置 さ れ る 少 な く と も
１ つ の 隆 起 部 を 備 え る 波 型 の 外 形 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
付 勢 管 の 前 記 遠 位 端 部 は 、 奇 数 の 、 理 想 的 に は ３ つ の 隆 起 部 を 具 備 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
後 方 で 対 面 す る カ ム フ ォ ロ ワ ー の 突 起 は 、 作 動 手 段 の 直 径 的 に 反 対 側 の ２ 点 か ら 延 出 す る
こ と が で き 、 前 記 突 起 部 の １ つ に 対 す る 付 勢 管 の １ つ の 隆 起 部 の 作 動 が 、 ジ ョ ー 手 段 を 切
断 お よ び ／ ま た は 凝 固 手 段 と の 作 動 関 係 に ピ ボ ッ ト す る よ う に 作 用 し 、 前 記 突 起 部 の 他 方
に 対 す る 隆 起 部 の 作 動 が 、 前 記 ジ ョ ー 手 段 を 前 記 の 作 動 関 係 か ら 離 脱 す る よ う に 作 用 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
オ プ シ ョ ン に よ っ て 、 付 勢 管 の 前 記 遠 位 端 部 と 作 動 手 段 の 対 向 面 は 、 ジ ョ ー 手 段 の 連 続 的
な 変 位 の 間 に 滑 ら か な 遷 移 を 生 じ さ せ る た め に 協 働 す る よ う に 外 形 が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
付 勢 管 の 遠 位 端 部 は 、 前 記 管 の 第 １ の 配 向 に お い て １ つ の 隆 起 部 が 、 カ ラ ー 手 段 の 第 １ の
突 起 に 接 し て 位 置 す る よ う に 、 そ し て 、 第 ２ の 前 記 突 起 が 、 付 勢 管 の 隆 起 部 の 間 に あ る 凹
部 に 位 置 す る よ う に 外 形 が 決 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 隆 起 部 と 突 起 は 、 付 勢 管 の 任 意 の 回 転 運 動 に 対 し て 制 御 可 能 な ピ ボ ッ ト 運 動 を 発 生 す
る よ う に 協 働 す る 形 状 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 場 合 、 前 記 の 複 数 の 突 起 は 、 突 起 部 の 間 に １ つ の 中 間 湾 曲 ゾ ー ン を 備 え る よ う に 離 間
さ れ る こ と が で き る の で 、 こ の 湾 曲 ゾ ー ン は 、 １ つ の 隆 起 部 と 協 働 し て 、 隆 起 部 の ２ ０ 度
と ６ ０ 度 の 間 の 回 転 移 動 に よ っ て 、 ジ ョ ー 手 段 を 開 閉 位 置 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
１ つ の 代 替 具 体 例 に お い て は 、 付 勢 管 の 遠 位 端 部 は 、 １ つ の 付 勢 隆 起 部 を 備 え る こ と が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 場 合 、 前 記 突 起 は 、 前 記 突 起 の 間 に １ つ の 中 間 的 な 湾 曲 ゾ ー ン を 備 え る よ う に 離 間 さ
れ る こ と が で き る の で 、 湾 曲 ゾ ー ン は 、 前 記 １ つ の 隆 起 部 と 協 働 し て 、 隆 起 部 の ６ ０ 度 と

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-512896 A 2004.4.30



１ ８ ０ 度 の 間 、 好 ま し く は 、 ９ ０ 度 と １ ５ ０ 度 の 間 の 回 転 移 動 に よ っ て 、 オ プ シ ョ ン に よ
っ て は １ ２ ０ 度 の 回 転 移 動 に よ っ て 開 閉 位 置 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 湾 曲 ゾ ー ン は 、 ジ ョ ー 手 段 が 、 そ の 移 動 の 一 部 分 に お い て は 比 較 的 ゆ っ く り 、 移 動 の
他 の 一 部 分 に お い て は 比 較 的 速 く 移 動 が 発 生 す る よ う な 形 状 に 決 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ジ ョ ー 手 段 の 移 動 の 比 較 的 ゆ っ く り し た 部 分 は 、 凝 固 の ス テ ッ プ を 規 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ジ ョ ー 手 段 の 移 動 の 比 較 的 速 い 部 分 は 、 切 断 の ス テ ッ プ を 規 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
別 の 具 体 例 に お い て は 、 ２ つ の 隆 起 部 に よ っ て 作 動 さ れ る 唯 一 の 突 起 が 存 在 す る こ と が で
き 、 ９ ０ 度 と １ ２ ０ 度 の 間 、 好 ま し く は １ ２ ０ 度 の 隆 起 部 の 回 転 移 動 に よ っ て 、 開 閉 位 置
の 間 に お け る ジ ョ ー 手 段 の 移 動 を 制 御 す る こ と が で き る 曲 率 を 備 え る 隆 起 部 相 互 間 の ゾ ー
ン が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
付 勢 管 は 、 手 動 で 作 動 さ れ る 制 御 手 段 に 作 動 的 に 接 続 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 制 御 手 段 は 、 回 転 位 置 に は 無 関 係 に 、 隆 起 部 と 作 動 カ ラ ー 手 段 の 間 の 実 質 的 な 連 続 接
触 を 可 能 に す る 手 段 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
有 利 な こ と に は 、 前 記 の 手 動 操 作 が 可 能 な 制 御 手 段 は 、 ト リ ガ ー タ イ プ の 機 構 ま た は シ ザ
ー ズ 状 の 機 構 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ の よ う な ト リ ガ ー 型 の 機 構 は 、 そ れ が 前 記 付 勢 管 と 一 体 の 、 ま た は 、 こ れ と 作 動 的 に 関
連 す る １ つ の 回 転 手 段 の 部 分 的 な 螺 旋 状 ス ロ ッ ト 内 に 係 合 す る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ に 軸 動
可 能 に マ ウ ン ト さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 ト リ ガ ー 手 段 の 長 手 方 向 の 移 動 が 、 前 記 回 転 手 段 と
付 勢 管 の 回 転 と を 引 き 起 こ す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 回 転 手 段 は 、 部 分 的 な シ リ ン ダ ー 状 ス ロ ッ ト 内 に 係 合 す る 部 分 的 な シ リ ン ダ ー 状 延 出
部 材 に よ っ て 軸 支 さ れ て お り 、 前 記 ス ロ ッ ト は 、 そ の 主 要 本 体 と 半 島 状 （ ｐ ｅ ｎ ｉ ｎ ｓ ｕ
ｌ ａ ｒ ） の 円 環 の 間 の 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 隔 壁 （ ｂ ｕ ｌ ｋ ｈ ｅ ａ ｄ ） 手 段 中 に 規 定 さ れ 、 前
記 円 環 は 支 持 手 段 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
好 ま し く は 、 前 記 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 固 手 段 は 、 器 具 の 目 的 に 適 切 で あ る よ う に 、 人 体
組 織 を 適 切 に 切 断 し 、 分 離 し 、 お よ び ／ ま た は 、 凝 固 す る 断 面 形 状 を 備 え て お り 、 ジ ョ ー
手 段 は 、 前 記 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 固 手 段 に 対 面 す る 表 面 を 備 え て お り 、 前 記 切 断 お よ び
／ ま た は 凝 固 手 段 は 、 前 記 の 表 面 を 補 完 す る 形 状 を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
好 ま し く は 、 前 記 支 持 手 段 の 遠 位 端 部 は 球 の 一 部 と し て の 外 側 に 向 か う 形 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 作 動 手 段 は 、 そ の よ う な 補 完 的 な 形 状 を 呈 す る の で 、 前 記 の 球 の 部 分 は 、 そ の 移 動 案
内 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 器 具 は 、 そ の 近 位 端 部 に お い て 、 器 具 に 作 動 的 に 接 続 さ れ 、 そ の 遠 位 端 部 に 切 断 お よ
び ／ ま た は 凝 固 手 段 を 設 け た 超 音 波 振 動 発 生 手 段 と 導 波 管 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ つ の 好 ま し い 具 体 例 に お い て は 、 超 音 波 振 動 発 生 手 段 は 、 長 手 方 向 モ ー ド の 超 音 波 振 動
を 適 切 に 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 発 明 の 諸 具 体 例 を 例 示 を 介 し て 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ よ り 特 定 し て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
添 付 図 面 に 戻 り 、 特 に 図 １ を 参 照 す る と 、 こ の 具 体 例 に お い て は 、 超 音 波 振 動 用 の （ 図 示
し な い ） 導 波 管 ま た は そ の 他 の 細 長 い 部 材 を 受 け 入 れ る 大 き さ の 細 長 い 中 空 シ リ ン ダ ー ２
を 備 え る 支 持 管 １ が 示 さ れ て い る 。 こ の 支 持 管 １ は 、 そ の 長 さ に 沿 う （ 図 示 し な い ） ス ペ
ー サ ー に よ っ て 、 超 音 波 振 動 か ら 絶 縁 さ れ て い る 。 好 ま し い 具 体 例 に お い て は 、 ね じ れ モ
ー ド （ ｔ ｏ ｒ ｓ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ  ｍ ｏ ｄ ｅ ） の 超 音 波 振 動 が 用 い ら れ る が 、 器 具 は 、 長 手 方 向
モ ー ド の 振 動 を 均 等 に 良 好 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
支 持 管 １ の 遠 位 端 部 ４ は 、 シ リ ン ダ ー 壁 の 厚 み 部 分 ５ を 備 え て お り 、 こ の 厚 み 部 分 ５ の 外
側 表 面 は 、 球 面 部 分 を 有 す る 。 ピ ボ ッ ト 点 ６ は 、 （ こ の 図 に は 示 さ な い ） ジ ョ ー ア セ ン ブ
リ ー を ピ ボ ッ ト 可 能 に 取 り 付 け る た め に 厚 み 部 ５ の 直 径 上 で 対 向 す る ２ つ の 位 置 に 設 け ら
れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ２ 、 ３ Ａ お よ び ３ Ｂ は 、 支 持 管 １ の シ リ ン ダ ー ２ を 受 け 入 れ る よ う に 大 き さ が 決 め ら れ
た 細 長 い 中 空 の シ リ ン ダ ー ８ を 有 す る 付 勢 管 ７ を 示 す 。 こ の 付 勢 管 ７ は 、 管 ７ の 近 位 端 部
に お い て 手 動 操 作 用 の ト リ ガ ー 手 段 の 制 御 の 下 に 支 持 管 １ に 対 し て 回 転 す る こ と が で き 、
付 勢 管 ７ の 遠 位 端 部 １ ０ は 、 ３ つ の 対 称 に 配 置 さ れ た 隆 起 部 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ を 支 持 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ジ ョ ー 機 構 １ ４ と そ の 作 動 用 コ ン ポ ー ネ ン ト が 、 図 ４ ～ 図 ７ に 示 さ れ て い る 。 ジ ョ ー 機 構
の 固 定 さ れ た 機 能 的 な 部 分 は 、 器 具 の 長 手 方 向 軸 １ ５ に 沿 っ て 造 形 さ れ た 切 断 お よ び 凝 固
部 材 中 に 終 わ る 導 波 管 の 遠 位 端 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
機 構 の 可 動 で 受 動 的 な 部 分 は 、 ジ ョ ー ア セ ン ブ リ ー １ ６ を 有 し 、 こ の 内 部 に ジ ョ ー ア ー ム
１ ７ が マ ウ ン ト さ れ て お り 、 前 記 ア ー ム は 、 器 具 の 長 手 方 向 軸 １ ５ か ら 離 間 し て 作 動 カ ラ
ー １ ８ に 向 か っ て い る 。 前 記 カ ラ ー そ れ 自 身 は 、 直 径 上 で 対 向 す る ２ つ の ピ ボ ッ ト 点 ６ に
お い て 支 持 管 １ に マ ウ ン ト さ れ て い る の で 、 ２ つ の 端 部 点 の 間 で 揺 動 し た り 揺 れ た り す る
こ と が で き る 。 カ ラ ー １ ８ は 、 そ の 内 面 が 、 支 持 管 １ の 球 状 厚 み 部 分 ５ の 表 面 に 対 応 す る
形 状 を 呈 す る 。 カ ラ ー １ ８ は 、 １ ８ ０ 度 離 間 し 、 そ れ ぞ れ が ピ ボ ッ ト 点 ６ に 対 し て ９ ０ 度
を な し て 設 け ら れ 、 そ し て 、 付 勢 管 ７ の 隆 起 部 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ お よ び 前 記 隆 起 部 の 間 の
ス ペ ー ス と 適 切 に 協 働 す る 後 方 直 近 で 対 面 す る カ ム フ ォ ロ ワ ー の 突 起 １ ９ 、 ２ ０ を 支 承 す
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ４ 、 ５ に 示 す 位 置 に お い て は 、 付 勢 管 ７ の 第 ２ の 隆 起 部 １ ２ が 、 カ ラ ー １ ８ の 第 ２ の 突
起 ２ ０ と 接 し て お り 、 カ ラ ー １ ８ の 隣 接 部 分 を 遠 位 に 付 勢 し 、 そ れ に よ っ て 、 ジ ョ ー ア セ
ン ブ リ ー １ ６ を ピ ボ ッ ト 点 ６ を 中 心 に 揺 動 さ せ る の で 、 ジ ョ ー ア ー ム １ ７ は 、 長 手 方 向 軸
１ ５ か ら 離 開 さ れ る 。 図 ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 第 １ の 突 起 １ ９ は 、 付 勢 管 ７ の 第 １ と 第
３ の 隆 起 部 １ １ 、 １ ３ の 間 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
付 勢 管 ７ が 時 計 方 向 に 約 ６ ０ 度 だ け 回 転 さ れ る と 、 図 ６ 、 ７ の 位 置 と な る 。 付 勢 管 ７ の 第
１ の 隆 起 部 １ １ は 、 カ ラ ー １ ８ の 第 １ の 突 起 １ ９ と 係 合 し 、 そ れ に よ っ て 、 カ ラ ー １ ８ の
隣 接 部 分 を 遠 位 に 移 動 さ せ る 。 ジ ョ ー ア セ ン ブ リ ー １ ６ は 、 こ う し て 、 ピ ボ ッ ト 点 ６ を 中
心 と し て 揺 動 す る の で 、 ジ ョ ー ア ー ム １ ７ は 、 長 手 方 向 軸 １ ５ に 接 近 す る 。 軸 １ ５ に 沿 っ
て 配 置 さ れ る 切 断 お よ び 凝 固 器 具 の 形 と 、 ジ ョ ー ア ー ム １ ７ に 取 り 付 け ら れ た 接 触 表 面 と
は 、 そ れ ら が こ の 位 置 に お い て 接 触 す る か 、 こ れ に 近 い よ う な 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
付 勢 管 ７ の 隆 起 部 １ ２ は 、 カ ラ ー １ ８ の 第 ２ の 突 起 ２ ０ を 完 全 に 動 か し て お り 、 前 記 突 起
２ ０ は 、 今 や 第 ２ の 隆 起 部 １ ２ と 第 ３ の 隆 起 部 １ ３ の 間 に あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
付 勢 管 ７ が 次 い で 約 ６ ０ 度 だ け 反 時 計 方 向 に 回 転 さ れ る と 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 す 位 置 が 再 現
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さ れ 、 ジ ョ ー ア ー ム １ ７ は 、 「 開 放 」 位 置 に 角 度 変 位 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ つ の 代 替 操 作 シ ス テ ム に お い て は 、 付 勢 管 ７ が 更 に 同 じ 時 計 方 向 に 回 転 さ れ る こ と が で
き る 。 そ の よ う な 挙 動 は 第 １ の 隆 起 部 １ １ を 第 １ の 突 起 １ ９ か ら 動 か し 、 第 ３ の 隆 起 部 １
３ が 、 第 ２ の 突 起 ２ ０ と 接 し 、 ジ ョ ー ア セ ン ブ リ ー １ ６ は 図 ４ 、 図 ５ に 示 す 「 開 放 」 位 置
に 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
明 ら か な こ と で あ る が 、 も し も 、 ３ つ の 等 角 度 に 離 間 さ れ た 隆 起 部 が 存 在 す れ ば 、 付 勢 管
が 、 時 計 方 向 ま た は 反 時 計 方 向 へ ６ ０ 度 だ け ど ち ら の 向 き に 回 転 し て も 、 カ ラ ー を 一 方 の
端 部 か ら 他 方 の 端 部 に 揺 動 し て 、 そ れ に よ っ て 、 ジ ョ ー を 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
誰 に も 明 ら か な よ う に 、 ジ ョ ー ア セ ン ブ リ ー １ ６ の ピ ボ ッ ト 運 動 の 正 確 な 速 さ は 、 付 勢 管
７ の 回 転 速 度 の み な ら ず 、 隆 起 部 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ の 形 状 に も 依 存 し て い る 。 こ の 形 状 を
適 当 に 選 択 す る こ と に よ っ て 、 図 ４ 、 ５ に 近 い 位 置 に あ る と き 、 比 較 的 低 速 で 制 御 さ れ た
運 動 を 発 生 す る こ と が で き 、 こ の ポ イ ン ト に お い て 、 柔 ら か い 人 体 組 織 を ジ ョ ー と 切 断 お
よ び 凝 固 器 具 の 間 で グ リ ッ プ す る こ と が 可 能 で あ る 。 計 画 さ れ た 切 断 部 の 両 側 の エ リ ア の
凝 固 が 既 に 完 了 し て 、 ジ ョ ー が ま さ に 血 管 を 切 断 し よ う と す る と き の 図 ６ 、 ７ の 位 置 に 近
い 場 合 は 、 よ り 速 い 運 動 が 好 ま し い 。 短 時 間 の 鋭 利 な 切 断 の 局 面 の 後 に 続 く 凝 固 局 面 の 間
の 長 い 停 止 時 間 を 設 定 す る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ジ ョ ー ア セ ン ブ リ ー の 一 代 替 具 体 例 が 図 ８ ～ １ ０ に 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 は 、 付 勢 管 ７
の 単 一 の 隆 起 部 ４ ４ が 、 １ ８ ０ 度 以 下 の 角 度 差 だ け 離 間 さ れ た ２ つ の 突 起 ４ ５ 、 ４ ６ を 備
え る カ ラ ー に 適 切 に 作 用 す る 。 実 際 、 突 起 ４ ５ 、 ４ ６ の 間 隔 は 、 付 勢 管 ７ が 、 カ ラ ー に 作
用 し て ジ ョ ー を 開 放 状 態 か ら 閉 鎖 状 態 、 ま た そ の 逆 の 移 動 を さ せ る た め に 、 ほ ん の ２ ０ 度
だ け 回 転 す れ ば 済 む よ う な 間 隔 で あ る 。 好 ま し い 回 転 角 度 は 、 ２ ５ 度 と ３ ５ 度 の 中 間 で あ
る 。 こ の 構 造 体 は 図 ８ 、 ９ に 示 さ れ て お り 、 こ の 場 合 、 単 一 の 隆 起 部 ４ ４ は 、 ジ ョ ー が 長
手 方 向 軸 １ ５ に 対 し て 約 ４ ５ 度 開 く よ う に 突 起 ４ ５ に 作 用 す る と と も に 、 回 転 し て 突 起 ４
６ に 接 触 す る よ う に 移 動 さ れ る こ と が で き 、 ジ ョ ー は 点 ４ ７ を 中 心 に ピ ボ ッ ト し て 閉 じ ら
れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
し か し な が ら 、 カ ラ ー と 突 起 と の 間 の 湾 曲 表 面 は 、 ジ ョ ー の 諸 部 材 と ジ ョ ー の 移 動 に 加 え
ら れ る 力 と の 間 の 接 触 速 度 を 決 定 す る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 図 ８ は 、 円 形 そ の も
の で あ る 接 触 エ リ ア を 示 し て お り 、 付 勢 管 ７ の 回 転 は 、 こ の 回 転 と ジ ョ ー の 移 動 の 間 の 実
質 的 に リ ニ ア ー な 相 互 関 係 を 生 じ る で あ ろ う 。 す な わ ち 、 付 勢 管 ７ の 回 転 運 動 の 中 点 に お
い て 、 ジ ョ ー 部 材 １ ７ は 、 長 手 方 向 軸 に 対 し て ２ ２ ． ５ 度 を な す 開 放 位 置 と 閉 鎖 位 置 の 中
間 に あ る 。 こ の 対 称 性 は 、 図 １ ０ 、 １ １ に 見 る よ う に 変 化 す る こ と が で き る 。 図 １ ０ に お
い て は 、 カ ラ ー が 放 物 湾 曲 線 を 備 え て い る の で 、 ジ ョ ー 部 材 は 中 間 点 に お い て 長 い 停 止 時
間 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 １ １ は 、 好 ま し い 構 造 体 を 示 し 、 こ の 場 合 は 、 隆 起 部 ４ ４ が 、 先 ず 、 突 起 ４ ５ に 接 触 し
、 こ の と き ジ ョ ー ４ ７ は 長 手 方 向 軸 に 対 し て 約 ４ ５ 度 を な し て い る 。 隆 起 部 ４ ４ の 回 転 運
動 は 、 次 に 、 カ ラ ー の 急 速 な 移 動 を 引 き 起 こ す の で ジ ョ ー は 、 長 手 方 向 軸 １ ５ に 対 し て 約
２ ２ ． ５ 度 に な る 。 カ ラ ー の 表 面 は 、 そ の 後 で 、 凝 固 の 局 面 が 続 く 間 ジ ョ ー が 極 め て 緩 慢
に 閉 じ 、 突 起 ４ ６ に よ っ て 最 後 の 急 速 な 閉 鎖 が 惹 起 さ れ て 終 わ る よ う に 湾 曲 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の よ う に 、 血 管 の 凝 固 は 、 予 定 の 切 断 ポ イ ン ト の 両 側 に お い て 比 較 的 ゆ っ く り と 行 な わ
れ 、 そ の 後 、 突 然 急 速 に 切 断 が 行 な わ れ る 。 こ の シ ス テ ム は 、 次 い で よ り 弛 緩 し た レ リ ー
ス 形 態 に 引 っ 込 む 。 外 科 医 は 、 ハ ン ド グ リ ッ プ 部 に お け る 微 小 な 圧 力 に 係 わ り あ う 必 要 は
な い 。 な ぜ な ら ば 、 ト リ ガ ー を 単 純 に 引 く だ け で 処 理 面 に 事 前 に 選 択 さ れ た 圧 力 の 変 化 度
合 い を 生 じ る か ら で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
図 １ ２ か ら わ か る よ う に 、 ジ ョ ー １ ７ は 、 こ の 場 合 は 、 超 音 波 的 に 振 動 さ れ る 固 定 さ れ た
第 １ ジ ョ ー 部 材 ま た は ア ン ビ ル ２ １ と 適 切 に 協 働 す る 。 こ の ア ン ビ ル ２ １ は 、 比 較 的 鋭 い
中 央 突 出 部 ２ ３ と 、 そ の 両 側 に あ る 比 較 的 丸 み を 帯 び た 凝 固 用 縁 部 ２ ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 １ ３ ～ １ ５ を 参 照 す る と 、 こ れ ら に は 、 器 具 の 好 ま し い 手 動 操 作 の 形 態 が 図 示 さ れ て い
る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ ８ の 壁 内 の 開 口 部 に 隣 接 す る ピ ボ ッ ト 点 ２ ９ に は 、 ト リ ガ ー 型 の ハ ン ド
ル ２ ７ が ハ ウ ジ ン グ ２ ８ の 近 位 端 部 に マ ウ ン ト さ れ て い る 。 こ の ハ ン ド ル ２ ７ は 、 ピ ボ ッ
ト 点 ２ ９ を 越 え て 延 出 し 、 回 転 部 材 ３ ２ の 内 部 に お い て 、 一 部 が 螺 旋 状 の ス ロ ッ ト ３ １ に
係 合 す る ピ ン ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の シ リ ン ダ ー 状 回 転 部 材 ３ ２ は 、 一 部 が シ リ ン ダ
ー 状 で あ る 延 出 ぶ ３ ３ に よ っ て 回 転 さ れ る よ う に 支 持 さ れ て お り 、 前 記 延 出 部 ３ ３ は 、 ハ
ウ ジ ン グ ２ ８ の 隔 壁 ３ ４ 内 の 一 部 が シ リ ン ダ ー 状 で あ る ス ロ ッ ト ３ ５ 内 で 適 切 に 協 働 す る
。 こ の 隔 壁 は ま た 、 導 波 管 ４ ２ を 収 容 す る た め に 中 心 ア パ ー チ ャ ー ３ ６ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
回 転 部 材 の 延 出 部 ３ ３ は 、 符 号 ３ ７ の 部 分 に お い て 、 外 側 の 付 勢 管 ７ に 接 続 さ れ て お り 、
そ の 一 方 に お い て 、 内 側 の 支 持 管 ２ が 、 一 部 が 独 立 し た 部 分 ３ ８ に お い て 、 一 部 が シ リ ン
ダ ー 状 で あ る ス ロ ッ ト ３ ５ に よ っ て 本 体 と は 別 に 隔 壁 ３ ４ に 直 接 接 続 さ れ て い る 。 内 側 部
分 ３ ８ と 隔 壁 ３ ４ の 本 体 と の 間 の こ の 一 部 が シ リ ン ダ ー 状 で あ る ス ロ ッ ト ３ ５ は 、 一 部 が
シ リ ン ダ ー 状 の 延 出 部 ３ ３ が 、 ス ロ ッ ト ３ ５ の 一 端 部 か ら 他 端 部 ま で 最 大 ６ ０ 度 ま で 回 転
移 動 す る こ と が 可 能 な 大 き さ に 決 め ら れ る 。 上 に 説 明 し た よ う に 、 或 る 具 体 例 に お い て は
、 付 勢 管 ７ は 角 度 に し て ６ ０ 度 移 動 す る 必 要 が あ る が 、 他 の 具 体 例 に お い て は 、 僅 か に ２
０ 度 で あ り 、 こ の 場 合 は ス ロ ッ ト が 短 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ト リ ガ ー ２ ７ を 動 か す と 、 ピ ン ３ ０ が 一 部 が 螺 旋 状 の ス ロ ッ ト ３ １ の 内 部 で ほ ぼ 一 端 部 か
ら 他 端 部 に 移 動 し 、 そ れ に よ っ て 、 回 転 部 材 ３ ２ と 付 勢 管 ７ を 回 転 し 、 上 に 説 明 し た よ う
に そ の 遠 位 端 部 に に お け る 機 能 を 発 揮 す る 。 自 明 の こ と で あ る が 、 ト リ ガ ー ２ ７ の 復 帰 移
動 は 付 勢 管 ７ の 回 転 運 動 を 逆 転 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ハ ウ ジ ン グ ２ ８ と ス リ ー ブ ２ お よ び ７ は 、 部 位 ４ ０ に お い て 、 超 音 波 振 動 発 生 機 ４ １ 、 そ
の ハ ウ ジ ン グ ４ ３ 、 お よ び 導 波 管 ４ ２ か ら 取 り 外 す こ と が で き る の で 、 こ れ ら の 諸 部 材 は
そ う す る こ と を 望 む な ら ば 、 各 回 毎 の 使 用 後 に 廃 棄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ジ ョ ー と 切 断 お よ び 凝 固 器 具 の 多 様 な 形 態 が 、 こ の 発 明 の ジ ョ ー 機 構 に 関 連 し て 適 切 に 用
い る こ と が で き 、 そ れ ら の う ち の 或 る も の が 、 Ｇ Ｂ 特 許 第 ２ ３ ３ ３ ７ ０ ９ Ｂ に 記 載 さ れ て
い る 。 好 ま し い １ つ の 特 別 な 形 態 を 図 １ ２ を 参 照 し て も っ と 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
導 波 管 の １ 端 部 が 、 ２ つ の 比 較 的 丸 み を 帯 び た 凝 固 部 材 ２ ４ を 両 脇 に 有 す る １ つ の 鋭 角 の
切 断 部 材 ２ ３ を 備 え る 操 作 表 面 ２ ２ を 持 つ 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 固 器 具 ２ １ と し て の 形 態
を な し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ジ ョ ー ア ー ム １ ７ は 、 操 作 表 面 ２ ２ の 形 状 を 補 完 す る 形 状 を 持 つ 接 触 表 面 ２ ５ を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の 接 触 表 面 ２ ５ は 、 上 に 述 べ た ジ ョ ー 機 構 の 操 作 に よ っ て 、 柔 ら か い 人 体 組 織 、 例 え ば
、 血 管 が 両 表 面 ２ ２ 、 ２ ５ の 間 に 保 持 さ れ る 態 様 で 、 操 作 表 面 ２ ２ に 向 か っ て 下 降 さ れ る
。 捻 れ モ ー ド の 超 音 波 振 動 が 器 具 ２ １ に 伝 わ る と 中 央 突 起 部 で あ る 部 材 ２ ３ が 、 接 触 表 面
２ ５ の 対 応 部 分 に 向 か っ て 作 用 し 、 血 管 を 切 断 し 、 他 方 に お い て は 、 丸 み を 備 え る 部 材 ２
４ が 、 接 触 表 面 ２ ５ に 向 か っ て 作 用 し て 、 人 体 組 織 を 凝 固 さ せ る と と も に 、 部 材 ２ ３ が そ
れ を 切 断 す る 部 位 の 両 側 に お い て 血 管 を シ ー ル す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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上 記 の よ う に 、 図 ８ ～ 図 １ １ に 示 す 構 造 体 は 、 ２ つ の 表 面 ２ ２ 、 ２ ５ が 、 制 御 さ れ た 態 様
で 合 体 さ れ て 、 血 管 が シ ー ル 前 に 損 傷 さ れ る こ と を 回 避 す る 。 図 １ １ に 関 連 し て 説 明 さ れ
た ジ ョ ー 機 構 は 、 作 動 カ ラ ー が 、 ２ つ の 表 面 が 互 い に 向 か っ て ゆ っ く り と 接 近 す る 間 は 比
較 的 長 い 凝 固 時 間 が 生 じ 、 ２ つ の 表 面 が 接 触 す る と き は 、 短 い 切 断 時 間 を 生 じ る よ う な 形
状 に 決 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 １ ６ を 参 照 す れ ば 、 こ こ に は 、 付 勢 管 が 唯 一 の 隆 起 部 を 備 え る こ の 発 明 の 好 ま し い １ 具
体 例 が 示 さ れ て い る 。 付 勢 管 ま た は ス リ ー ブ ５ ０ と 一 体 化 さ れ て い る 単 一 の 隆 起 部 ５ １ は
、 第 ２ の ジ ョ ー 部 材 ５ ７ を 作 動 す る た め に 、 追 従 突 起 ５ ２ 、 ５ ３ を 有 す る 後 方 の ２ つ の 対
向 カ ム の ど ち ら か 一 方 に 作 用 す る こ と が で き る 。 こ の 第 ２ の ジ ョ ー 部 材 は 、 部 位 ５ ６ に お
い て 支 持 管 の 一 方 の 端 部 部 材 ５ ８ に 向 か っ て ピ ボ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
図 １ ７ Ｃ 、 １ ８ Ｃ 、 お よ び １ ９ Ｃ を 参 照 す る と 、 図 １ ７ Ｃ に 示 す 中 間 位 置 に お い て 、 隆 起
部 ５ １ が 、 突 起 ５ ２ 、 ５ ３ と は 別 の 湾 曲 面 ５ ９ と 接 し て い る こ と が わ か る 。 図 を 明 瞭 に す
る た め に 、 隆 起 部 ５ １ と 表 面 ５ ９ の 間 に は 小 間 隙 部 が 示 さ れ て い る 。 実 際 は 、 隆 起 部 ５ １
が 四 六 時 中 表 面 ５ ９ と 接 し た ま ま で あ る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
図 １ ８ Ｃ か ら わ か る よ う に 、 付 勢 管 ５ ０ の （ 近 位 端 部 か ら 遠 位 端 部 を 眺 め た ） 時 計 方 向 の
回 転 は 、 隆 起 部 ５ １ の 突 起 ５ ３ と の 接 触 を 生 じ 、 ジ ョ ー ５ ７ が 部 位 ５ ６ を 中 心 に ピ ボ ッ ト
し て 開 放 位 置 に 移 る こ と を 促 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
同 様 に 、 図 １ ９ Ｃ に 示 す よ う に 、 付 勢 ス リ ー ブ ５ ０ の 反 時 計 方 向 の 回 転 は 、 隆 起 部 ５ １ が
他 方 の 突 起 ５ ２ と の 接 触 を 生 じ 、 ジ ョ ー ５ ７ を 閉 鎖 位 置 に ピ ボ ッ ト す る 。 上 記 の こ れ ら ３
つ の 図 に お い て 、 第 １ の ジ ョ ー 部 材 ま た は ア ン ビ ル は 示 さ れ て い な い 。 そ の 理 由 は 、 こ れ
が 第 ２ の ジ ョ ー ５ ７ の 作 用 に は 無 関 係 な 幾 つ か の 形 態 の う ち の 任 意 の １ つ を 取 る こ と が で
き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
付 勢 管 ５ ０ の 回 転 は 、 ト リ ガ ー ６ ０ の 変 位 に よ っ て 達 成 さ れ る こ と が で き 、 前 記 ト リ ガ ー
６ ０ は 、 ト リ ガ ー ６ ０ を 近 位 方 向 に 引 く と 、 管 ５ ０ の 反 時 計 方 向 の 回 転 が 生 じ 、 そ れ に よ
っ て ジ ョ ー ５ ７ の 閉 鎖 が 発 生 す る と と も に 、 他 方 に お い て は 、 ト リ ガ ー ６ ０ を 遠 位 方 向 に
向 か っ て 押 す と 、 管 ５ ０ の 時 計 方 向 へ の 回 転 が 生 じ て
ジ ョ ー ５ ７ を 開 放 す る よ う な 態 様 で ピ ボ ッ ト 部 位 ６ １ を 中 心 に ピ ボ ッ ト さ れ る 。 こ の 回 転
は 、 回 転 可 能 な バ レ ル ６ ４ 中 の 一 部 が 螺 旋 状 を な す ス ロ ッ ト ６ ３ 内 に 係 合 す る 付 勢 ね じ ６
２ に よ っ て 達 成 さ れ る 。 こ の ス ロ ッ ト ６ ３ は 、 バ レ ル ６ ４ の 外 周 部 を 約 １ ２ ０ 度 に 亘 っ て
囲 む よ う に 延 出 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
図 １ ７ Ａ 、 １ ８ Ａ 、 お よ び １ ９ Ａ か ら わ か る 通 り 、 ト リ ガ ー ６ ０ の 長 手 方 向 の 変 位 に よ っ
て 惹 起 さ れ る （ こ れ ら の 図 に は 示 さ な い ） 付 勢 ね じ の ピ ボ ッ ト 変 位 が 、 バ レ ル ６ ４ の 図 示
の よ う な 回 転 を 惹 き 起 こ す 。 こ の バ レ ル ６ ４ は 、 付 勢 管 ５ ０ に 接 続 さ れ て 回 転 す る が 、 付
勢 管 ５ ０ は 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 バ レ ル ６ ４ に 対 し て 長 手 方 向 に 小 規 模 の 変 位 を 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
上 記 の よ う に 、 隆 起 部 ５ １ が 湾 曲 表 面 ５ ９ 、 お よ び ／ ま た は 、 突 起 ５ ２ 、 ５ ３ と 常 時 接 触
し た ま ま で あ る こ と は 、 器 具 の 円 滑 な 作 動 に と っ て 重 要 で あ る 。 も し も 、 隆 起 部 ５ １ と 湾
曲 表 面 ５ ９ が 両 方 と も 管 ５ ０ の 軸 を 中 心 に 更 に 湾 曲 し て い る な ら ば 、 こ れ ら の 間 の 接 触 点
の 軌 跡 は 、 ０ ． ２ ５ ｍ ｍ と １ ｍ ｍ の 間 の 穏 や か な 振 幅 曲 線 で あ り 、 ま た 、 も し も 、 ジ ョ ー
部 材 ５ ７ が 、 隆 起 部 ５ １ の 作 用 部 位 か ら 離 間 し た 部 位 ５ ６ を 中 心 に ピ ボ ッ ト す る な ら ば 、
こ の こ と は 付 勢 管 ５ ０ の 直 接 的 な 回 転 に よ っ て は 達 成 さ れ る こ と が で き な い 。 し た が っ て
、 付 勢 管 ５ ０ の 近 位 端 部 に １ つ の 補 完 的 な カ ム カ ラ ー ６ ５ が 設 け ら れ る 。 こ れ は 、 後 方 で
向 き 合 う １ 対 の カ ム フ ォ ロ ワ ー ６ ６ を 備 え て お り 、 図 １ ７ Ｂ 、 １ ８ Ｂ 、 １ ９ Ｂ に も っ と 詳
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し く 示 さ れ て い る 。 バ レ ル ６ ４ に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ た 付 勢 管 ５ ０ は 、 固 定 部 材 ６ ７ 内 の
シ リ ン ダ ー 状 の ア パ ー チ ャ ー を 通 過 し て い る 。 固 定 部 材 ６ ７ は 、 遠 位 に 向 く カ ム 表 面 ６ ８
を 有 し 、 カ ム 表 面 ６ ８ と カ ラ ー ６ ５ の カ ム フ ォ ロ ワ ー ６ ６ の 間 の 湾 曲 率 は 、 付 勢 管 ５ ０ の
０ ． ２ ５ ｍ ｍ と １ ｍ ｍ の 間 の 移 動 が 、 付 勢 管 ５ ０ の 各 回 転 の 端 部 位 置 と 中 間 位 置 の 間 に お
い て 達 成 さ れ る よ う な 曲 率 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
図 １ ７ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 １ つ の 中 間 位 置 お い て は 、 実 際 に は 、 表 面 ６ ６ と ６ ８ の 間 に
は 間 隙 部 は 存 在 し な い （ 簡 単 化 の た め に １ つ だ け が 示 さ れ て い る が ） 。 付 勢 管 ５ ０ は 、 バ
レ ル ６ ４ の 回 転 に よ っ て 回 転 さ れ る の で 、 管 ５ ０ に 固 定 さ れ て い る カ ラ ー ６ ５ は 、 カ ム フ
ォ ロ ワ ー ６ ６ の ど ち ら か 一 方 を 固 定 湾 曲 表 面 ６ ８ に 接 触 さ せ 、 付 勢 管 ５ ０ を 遠 位 方 向 に 付
勢 す る 。 こ の こ と は 、 付 勢 管 ５ ０ の 遠 位 端 部 に お い て 、 隆 起 部 ５ １ が 、 ジ ョ ー ５ ７ の 開 閉
の 最 終 段 階 に あ る 間 、 突 起 ５ ２ ま た は ５ ３ の ど ち ら か と 接 触 し た ま ま に な る こ と を 確 実 に
す る 。 こ の こ と に よ っ て 、 ど こ の 場 所 に も 引 っ か か る こ と の な い ジ ョ ー ５ ７ の 円 滑 な 移 動
が 保 証 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
器 具 の 支 持 手 段 の 遠 位 端 部 の 断 面 図 。
【 図 ２ 】
器 具 の 付 勢 管 の 遠 位 端 部 の 正 面 図 。
【 図 ３ Ａ 】
図 ２ の 付 勢 管 の 遠 位 端 部 の 断 面 図 。
【 図 ３ Ｂ 】
図 ３ Ａ と 同 様 な 図 。
【 図 ４ 】
ジ ョ ー が 、 器 具 の 長 手 方 向 軸 か ら 離 間 さ れ た 位 置 に あ る 、 開 放 状 態 に お け る ジ ョ ー 機 構 の
遠 位 端 部 の 正 面 図 。
【 図 ５ 】
図 ４ の ジ ョ ー 機 構 の 平 面 図 。
【 図 ６ 】
ジ ョ ー が 、 器 具 の 長 手 方 向 に 近 い 位 置 に あ る 、 閉 じ た 状 態 に お け る ジ ョ ー 機 構 の 正 面 図 。
【 図 ７ 】
図 ６ の ジ ョ ー 機 構 の 平 面 図 。
【 図 ８ 】
開 放 状 態 に お け る ジ ョ ー 機 構 の 別 の 具 体 例 の 遠 位 端 部 の 正 面 図 。
【 図 ９ 】
図 ８ の ジ ョ ー 機 構 の 平 面 図 。
【 図 １ ０ 】
付 勢 管 と 作 動 カ ラ ー の 間 の 可 能 な 接 触 エ リ ア の 断 片 的 な 図 。
【 図 １ １ 】
付 勢 管 と 作 動 カ ラ ー の 間 の 可 能 な 別 の 接 触 エ リ ア の 断 片 的 な 図 。
【 図 １ ２ 】
こ の 発 明 と 一 緒 に 用 い る の に 特 に 適 切 な １ つ の ジ ョ ー 部 材 と 切 断 お よ び ／ ま た は 凝 血 器 具
の 断 片 的 な 斜 視 図 。
【 図 １ ３ 】
器 具 の 近 位 端 部 の 長 手 方 向 断 面 図 。
【 図 １ ４ 】
ジ ェ ネ レ ー タ と 導 波 管 を 取 り 外 し た 近 位 端 部 ハ ウ ジ ン グ の 平 面 図 。
【 図 １ ５ 】
図 １ ４ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 １ ５ Ａ 】
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わ か り や す く 別 途 に 示 す 回 転 部 材 。
【 図 １ ６ 】
器 具 の 好 ま し い 具 体 例 の 概 略 的 な 長 手 方 向 断 面 図 。
【 図 １ ７ Ａ 】
ジ ョ ー 部 材 が １ つ の 中 間 的 な 位 置 に あ る と き の 図 １ ６ の 器 具 の 回 転 部 材 の 断 片 的 な 正 面 図
。
【 図 １ ７ Ｂ 】
ジ ョ ー 部 材 が １ つ の 中 間 的 な 位 置 に あ る と き の 補 完 的 な カ ム 構 造 体 の 断 片 的 な 正 面 図 。
【 図 １ ７ Ｃ 】
ジ ョ ー 部 材 が １ つ の 中 間 的 な 位 置 に あ る と き の 図 １ ６ の 器 具 の 遠 位 端 部 の 断 片 的 な 正 面 図
。
【 図 １ ８ Ａ 】
ジ ョ ー 部 材 が １ つ の 開 放 位 置 に あ る と き の 図 １ ６ の 器 具 の 回 転 部 材 の 断 片 的 な 正 面 図 。
【 図 １ ８ Ｂ 】
ジ ョ ー 部 材 が １ つ の 開 放 位 置 に あ る と き の 補 完 的 な カ ム 構 造 体 の 断 片 的 な 正 面 図 。
【 図 １ ８ Ｃ 】
ジ ョ ー 部 材 が １ つ の 開 放 位 置 に あ る と き の 図 １ ６ の 器 具 の 遠 位 端 部 の 断 片 的 な 正 面 図 。
【 図 １ ９ Ａ 】
ジ ョ ー 部 材 が １ つ の 閉 じ た 位 置 に あ る と き の 図 １ ６ の 器 具 の 回 転 部 材 の 断 片 的 な 正 面 図 。
【 図 １ ９ Ｂ 】
ジ ョ ー 部 材 が １ つ の 閉 じ た 位 置 に あ る と き の 補 完 的 な カ ム 構 造 体 の 断 片 的 な 正 面 図 。
【 図 １ ９ Ｃ 】
ジ ョ ー 部 材 が １ つ の 閉 じ た 位 置 に あ る と き の 図 １ ６ の 器 具 の 遠 位 端 部 の 断 片 的 な 正 面 図 。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ５ Ａ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ Ａ 】

【 図 １ ７ Ｂ 】

【 図 １ ７ Ｃ 】

【 図 １ ８ Ａ 】

【 図 １ ８ Ｂ 】

【 図 １ ８ Ｃ 】
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【 図 １ ９ Ａ 】

【 図 １ ９ Ｂ 】

【 図 １ ９ Ｃ 】
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摘要(译)

手术器械机构 该机构适用于包括钳夹（57）的外科手术器械，该钳夹可
枢转地安装在纵向延伸的支撑件（58）的远端。 通过在偏向管从动件
（52，53）上的偏压管（50）的远端处的脊（51）的作用来致动钳爪。 
偏压管（50）的旋转引起钳夹（57）的枢转，该钳夹与器械的另一钳夹
构件（21）接合并脱离工作关系。 该机构适用于所有手动操作或握持型
手术器械，但特别适用于用于切割和/或凝结的超声器械。 [选择图]图16
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